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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　製品錠剤を分配するための分配機であって、
　　ａ）第一ディスク部材を通過して長手方向に延伸する第一開口部を包含し、回転可能
な第一ディスク部材と、
　　ｂ）第二ディスク部材を通過して長手方向に延伸する第二開口部を包含し、前記第一
ディスク部材の第一開口部が断続的に前記第二開口部と整列する、固定の第二ディスク部
材と、
　　ｃ）第三ディスク部材を通過して長手方向に延伸し、前記第二開口部と断続的に整列
する前記第三開口部を包含する、回転可能な第三ディスク部材であって、前記第三開口部
と前記第一開口部とが、前記第二開口部に関して異なる位置に配置され、それによって、
別々の時間に前記第二開口部と整列し、製品錠剤のための中断された通路となる第三ディ
スク部材と、
　　ｄ）前記第一ディスク部材の近傍で、前記第二開口部と整列するワイパであって、前
記第一開口部が前記第二開口部の近傍で回転される時に、前記第一開口部近傍の余剰の製
品錠剤を取除くワイパと、
　を具備する、製品錠剤を分配するための分配機。
【請求項２】
　前記第一開口部と前記第三開口部とが、互いに約90度離れている、請求項１に記載の分
配機。
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【請求項３】
　　ａ）前記第二ディスク部材の中央部分を通過して長手方向に延伸する穴と、
　　ｂ）前記第二ディスク部材の前記穴を通過して延伸し、前記第三ディスク部材と前記
第一ディスク部材とを同時に回転するために、前記第三ディスク部材と前記第一ディスク
部材とを相互連結する突起部と、
　をさらに具備する、請求項１に記載の分配機。
【請求項４】
　第四開口部を包含し、固定である第四ディスク部材をさらに具備し、前記第三ディスク
部材が回転され、前記第三開口部が前記第二開口部から離れて回転する時に、前記第四開
口部が前記第三開口部と断続的に整列する、請求項１に記載の分配機。
【請求項５】
　錠剤分配機であって、
　　ａ）複数の製品錠剤を収納するために、形成されて配置されるキャビティを有するホ
ッパと、
　　ｂ）前記ホッパのキャビティと流体連通し、第一開口部を有する第一ディスク部材、
第二開口部を有する第二ディスク部材、及び第三開口部を有する第三ディスク部材を包含
する中断される通路と、
　　ｃ）前記第一ディスク部材の近傍で、前記第二開口部と整列するワイパであって、前
記第一開口部が前記第二開口部の近傍で回転される時に、前記第一開口部近傍の余剰の製
品錠剤を取除くワイパと、
　を具備し、
　　ｄ）所定量の製品錠剤が前記第一開口部に流入し、前記第一ディスク部材が前記第一
開口部と前記第二開口部とを整列するために回転され、前記所定量の製品錠剤が前記第一
開口部から前記第二開口部へ移動し、前記第三ディスク部材が前記第二開口部と前記第三
開口部とを整列するために回転され、前記所定量の製品錠剤が前記第二開口部から前記第
三開口部へ移動し、及び前記所定量の製品錠剤が分配される錠剤分配機であって、前記通
路は、外部要因に対して前記ホッパ内に収納された前記複数の製品錠剤が曝されることを
防止するために、前記ディスク部材によって密閉される、錠剤分配機。
【請求項６】
　所定量の製品錠剤が、製品錠剤の部分を包含する、請求項５に記載の錠剤分配機。
【請求項７】
　製品錠剤を分配するための分配機であって、
　　ａ）キャビティと底部とを有するホッパであって、前記キャビティが、前記製品錠剤
を収納するために形成されて配置され、前記底部が前記キャビティへのアクセスを備える
開口部を包含するホッパと、
　　ｂ）前記ホッパの開口部近傍の前記キャビティ内に適合するために形成されて配置さ
れる第一ディスク部材であって、前記第一ディスク部材を通過して長手方向に延伸する第
一開口部を包含する第一ディスク部材と、
　　ｃ）前記ホッパの底部が適切に機能するように接続される第二ディスク部材であって
、前記第二ディスク部材は固定であり、穴と第二開口部とを包含し、前記穴が前記第二デ
ィスク部材の中央部分の近傍の前記第二ディスク部材を通過して長手方向に延伸し、前記
第二開口部が、前記第二ディスク部材を通過して長手方向に延伸して、前記第一開口部と
断続的に整列する第二ディスク部材と、
　　ｄ）突起部と第三開口部とを包含する第三ディスク部材であって、前記突起部は前記
第二ディスク部材の穴を通過して延伸して、前記第三ディスク部材と前記第一ディスク部
材とを相互連結し、前記第三ディスク部材と前記第一ディスク部材とは回転可能であり、
前記第三開口部は、前記第三ディスク部材を通過して長手方向に延伸して、前記第二開口
部と断続的に整列し、前記第三開口部と前記第一開口部とは、前記第二開口部に関して異
なる角度で配置される第三ディスク部材と、
　　ｅ）前記第三ディスク部材に、適切に機能するように接続されるモータであって、前
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記第三ディスク部材を回転し、それによって、前記第一ディスク部材を回転するモータと
、
　　ｆ）前記開口部を整列することによって作られる通路であって、前記第一ディスク部
材と前記第三ディスク部材とが前記モータによって回転される時に、前記第一開口部は前
記第二開口部と整列し、前記第三開口部は前記第二開口部と整列し、そこで前記通路が中
断され、それによって外部要因から前記ホッパを隔離する通路と、
　　ｇ）前記第一ディスク部材の近傍で、前記第二開口部と整列するワイパであって、前
記第一開口部が前記第二開口部の近傍で回転される時に、前記第一開口部近傍の余剰の製
品錠剤を取除くワイパと、
　を具備する、製品錠剤を分配するための分配機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の製品錠剤を収納する隔離される製品ホッパを備える製品錠剤の分配機
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　錠剤状の固形製品の構成物は、それらを所望する投薬量に処方し分配するのに比較的容
易であるから、一般的に使用される。このような製品錠剤を、合成洗剤と殺菌剤とリンス
エイドと柔軟剤と漂白剤と蛍光増白剤と糊付け剤と洗剤、及び一般的な消毒剤を含む様々
な製品に使用しても良い。しかしながら製品の種類によって、製品錠剤は、腐食性があり
、厄介であり、又は取扱に別の難しさを有し、及び／又は製品を凝集させ又は溶解させて
製品の分配を中断させる、湿気又はその他の薬品のような周囲条件に影響を受け易いかも
しれない。
【０００３】
　分配機は、一般的に製品錠剤を分配するために使用される。分配機の使用は、製品錠剤
の運用を低減し、製品錠剤の所望される投薬量で製品の容易な分配を可能にする。複数の
製品錠剤を収納するホッパを包含する分配機に対して、先行技術の分配機は一般的に、製
品錠剤が分配される周囲条件に製品錠剤を曝すことを低減するのに有効でない。周囲条件
に曝された結果として、製品錠剤は凝集し又は溶解し、それによって分配機を詰まらせる
。分配機が詰まると、分配機は製品錠剤を適切に分配しなくなるだろう。
【０００４】
　先行技術の分配機はまた、様々の型のセンサを備える出口を包含する。使用されてきた
あるタイプの出口は、両側に二つの小さな穴を備える管を包含し、光線が、照射され管の
穴を通過して受光される。製品錠剤が、出口を通過して分配される時に、製品錠剤は、瞬
時の間、光線の受光を中断し、センサは、製品錠剤が分配されたことを指示する信号パル
スを供給する。この形態の欠点は、光線が通過する穴の塞がりを生じる可能性があり、そ
れによってセンサの働きを無能にする。例えば穴は、分配される製品錠剤の粉末、又は小
さな粒子、皿洗い機からの化学物質を含む湿気の蒸発作用からのような、凝縮物、副生成
物、及びその他の残留物によって閉鎖され得るだろう。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　食器洗い機の使用中に、湿気と薬品のような様々な周囲条件に曝されることから、製品
錠剤を保護する錠剤分配機を備えること、及びセンサ運用の障害を防止することが望まれ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　製品錠剤を分配するための好適な実施形態の分配機は、第一ディスク部材、第二ディス
ク部材、及び第三ディスク部材を包含する。第一ディスク部材は、第一ディスク部材を通
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過して長手方向に延伸する第一開口部を包含し、第一ディスク部材は回転可能である。第
二ディスク部材は、第二ディスク部材を通過して長手方向に延伸する第二開口部を包含し
、第二ディスク部材は固定である。第一開口部は、第二開口部と断続的に整列する。第三
部材は、第三ディスク部材を通過して長手方向に延伸する第三開口部を包含し、第三ディ
スク部材は、回転可能である。第三ディスク部材は、第二開口部と断続的に整列する。第
三開口部と第一開口部は、第二開口部に関して異なる位置に配置され、それによって、別
々の時間に第二開口部と整列し、製品錠剤のための中断された通路となる。
【０００７】
　好適な実施形態の錠剤分配機は、ホッパと中断される通路を包含する。ホッパは、複数
の製品錠剤を収納するために形成され配置されるキャビティを有する。中断される通路は
、ホッパのキャビティと連通する。通路は、第一開口部を有する第一ディスク部材、第二
開口部を有する第二ディスク部材、及び第三開口部を有する第三ディスク部材を包含する
。所定量の製品錠剤が第一開口部に流入し、第一ディスク部材が第一開口部と第二開口部
とを整列するために回転され、所定量の製品錠剤が第一開口部から第二開口部へ流入し、
第三ディスク部材が第二開口部と第三開口部とを整列するために回転され、所定量の製品
錠剤が第二開口部から第三開口部へ流入し、そして所定量の製品錠剤が分配される。通路
は、ホッパ内に収納された複数の製品錠剤が、外部要因に曝されることを防止するために
ディスク部材によって密閉される。
【０００８】
　製品錠剤を分配するための好適な実施形態の分配機は、ホッパ、第一ディスク部材、第
二ディスク部材、第三ディスク部材、モータ、及び通路を包含する。ホッパは、キャビテ
ィと底部とを有する。キャビティは、製品錠剤を収納するために形成され配置され、底部
は、キャビティへのアクセスを備える開口部を包含する。第一ディスク部材は、ホッパの
開口部近傍のキャビティ内に適合するために形成され配置される。第一ディスク部材は、
第一ディスク部材を通過して長手方向に延伸する第一開口部を包含する。ホッパの底部が
適切に作用するように接続される第二ディスク部材は、固定であり、穴と第二開口部を包
含する。穴は、第二ディスク部材の中央部分近傍の第二ディスク部材を通過して長手方向
に延伸する。第二開口部は、第二ディスク部材を通過して長手方向に延伸し、断続的に第
一開口部と整列する。第三ディスク部材は、突起部と第三開口部とを包含する。突起部は
、第二ディスク部材の穴を通過して延伸し、第三ディスク部材と第一ディスク部材とを相
互連結する。第三ディスク部材と第一ディスク部材とは、回転可能である。第三開口部は
第三ディスク部材を通過して長手方向に延伸し、断続的に第二開口部と整列する。第三開
口部と第一開口部とは、第二開口部に関して、異なる角度で配置される。モータは、第三
ディスク部材と適切に機能するように接続され、第三ディスク部材を回転し、それによっ
て、第一ディスク部材を回転する。通路は、開口部を整列することによって作られる。第
一ディスク部材と第三ディスク部材とがモータによって回転される時に、第一開口部は第
二開口部と整列し、第三開口部は第二開口部と整列し、そこで通路は中断され、それによ
って外部要因からホッパを隔離する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の原理によって構成された、好適な実施形態の錠剤分配機が、図面の符号１００
で表される。
【００１０】
　好適な実施形態の錠剤分配機１００は、好ましくは、皿洗い機の上部に装着され、ユー
ザに対する供給証明を備えて、皿洗い機（示されていない）へ錠剤形状の殺菌剤のような
製品を分配するために使用される。錠剤分配機１００は、殺菌剤を含む使用する溶液が、
製品錠剤が溶解された後で、50から100ppmの所望される範囲にあることを保証する。製品
錠剤が分配される環境は湿分と蒸気を含むので、皿洗い機の湿気のある環境から、錠剤分
配機内の製品錠剤を隔離することが望ましい。多数の異なるタイプの応用に使用するため
に、多数の異なるタイプの製品を分配するように錠剤分配機１００を使用してもよく、ま
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たここに述べられた製品と応用とに限定されないことが理解される。例えば、本発明はま
た、合成洗剤、リンスエイド、柔軟剤、漂白剤、蛍光増白剤、糊付け剤、手動の皿洗い用
製品、霧吹き機又はモップバケツで使用される洗剤、洗濯用製品、動物に与える栄養補助
食品、及びその他の適切な製品のために使用され得るだろう。さらに、用語「錠剤」が終
始使用され、そして用語「錠剤」は、錠剤、丸薬、顆粒の形状の、又は技術的に周知のそ
の他の適切な形状の製品を含むことが理解される。
【００１１】
　錠剤分配機１００は、ホッパ１０１を包含し、分配機構は、製品錠剤１６８が通過して
分配される通路を中断するディスク部材、ディスク部材を駆動するためのモータ又はギア
ヘッド１７２、出口導管１４２、及び製品錠剤１６８の供給を証明する表示を備えるセン
サ機構１５５を包含する。
【００１２】
　図１から３に示されたように、ホッパ１０１は、側壁１０２を包含し、側壁は、好まし
くは、上部開口部１０４、底部開口部１０６、及び複数の製品錠剤１６８を収納するため
に形成され配置されるキャビティ１０５を備える中空の円筒形筐体である。ホッパ１０１
は、製品錠剤を収納するために使用され、好ましくは、ディスク部材の上に配置される。
ワイパ１０９を適切に機能するように、ホッパ１０１の底部の近傍のホッパ１０１の側壁
１０２に接続してもよい。ワイパ１０９は、好ましくは、楔形の部材である。ワイパ１０
９をホッパ１０１に、適切に機能するように接続するために、留め金具（示されていない
）を、側壁１０２の開口部１０３とワイパ１０９の開口部１１０とを介して挿入してもよ
い。
【００１３】
　第一ディスク部材１１２は、好ましくは、第一ディスク部材１１２がホッパ１０１の底
部の近傍のキャビティ１０５内に適合するように、ホッパ１０１の底部の内径より少し小
さな直径を有する。ハブ１１３は、第一ディスク部材１１２の中央近傍の上部に、適切に
機能するように接続され、ハブは、分配されない製品錠剤１６８の数を最小にするように
、第一ディスク部材１１２の中央から離れる製品錠剤１６８を導くために、好ましくは円
錐台の形状である。開口部１１４は、第一ディスク部材１１２の中央近傍のハブ１１３の
両側に、第一ディスク部材１１２を通過して長手方向に延伸し、分配開口部１１５は、第
一ディスク部材１１２の端部近傍のハブ１１３の両側に、第一ディスク部材１１２を通過
して長手方向に延伸する。
【００１４】
　好ましくは、分配開口部１１５は、開口部１１４から90度の方向に配置される。分配開
口部１１５は、好ましくは各々、一つの完全な製品錠剤１６８を収納するけれども、製品
錠剤１６８は破損するかもしれないから、分配開口部１１５は破損した及び／又は完全な
、一から二粒の製品錠剤１６８の相当量を収納するように形成され配置されることが理解
される。その結果、終始使用される用語「製品錠剤」又は「複数の製品錠剤」は、完全な
錠剤及び／又は完全な錠剤の一部を含む。二つの分配開口部１１５が示されているが、一
つ又はそれ以上の分配開口部を使用してもよいことが理解される。さらに、第一ディスク
部材１１２の上部は、下り勾配の分配傾斜部１１６をまた包含してもよく、傾斜する溝は
、分配開口部１１５に接近する。第一ディスク部材１１２の底部は、ハブ１１３の下の第
一ディスク部材１１２の中央近傍に凹部１１７を包含する。
【００１５】
　第二ディスク部材１２０は、好ましくは、ホッパ１０１の底部の直径より大きな直径を
有し、ホッパ１０１を第二ディスク部材１２０と適切に機能するように接続するために、
ホッパ１０１の側壁１０２の底部が配置される溝１２２を包含する。第二ディスク部材１
２０とホッパ１０１とは、好ましくは固定である。穴１２１は、第二ディスク部材１２０
の中央を通過して長手方向に延伸し、分配開口部１２３は、穴１２１と溝１２２との間で
溝１２２により近くの第二ディスク部材１２０を通過して長手方向に延伸し、その結果、
分配開口部１２３は、第一ディスク部材１１２の分配開口部１１５と断続的に整列する。
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第二ディスク部材１２０はまた、溝１２２と第二ディスク部材１２０の端部との間に開口
部１２４を包含する。好ましくは、互いに約90度離れて四つの開口部１２４がある。
【００１６】
　ホッパ１０１に装着されるワイパ１０９はまた、固定であり、好ましくは第一ディスク
部材１１２の近傍に配置され、分配開口部１２３と整列する。図６と７で示されたように
、ワイパ１０９は、好ましくは、ハブ１１３と接触せず、分配されない製品錠剤１６８の
数を最小にするために、第一ディスク部材１１２の中央から離れる製品錠剤１６８を導く
。分配開口部１１５の一つが第二ディスク部材１２０の分配開口部１２３と整列するため
に、第一ディスク部材１１２が回転される時に、ワイパ１０９は、分配開口部１１５がワ
イパ１０９を回転して通り過ぎるから、分配開口部１１５から離れて、接近する分配開口
部１１５の範囲内に適合しない外側にある製品錠剤１６８の向きを変える。分配開口部１
１５は、所定量の製品錠剤を収納するために形成され配置される。言い換えれば、ワイパ
１０９は、分配開口部１１５が分配開口部１２３の近傍に回転された時に、分配開口部１
１５の近傍の過剰な製品錠剤１６８を取除き、それによって、第一ディスク部材１１２が
、分配開口部１１５を分配開口部１２３と整列するために回転された時に、分配開口部１
１５から分配開口部１２３へ、所望される数の製品錠剤１６８が移動することを保証する
。ワイパ１０９は、分配開口部１１５の一つが分配開口部１２３と整列する各々の時、所
望する投与量のみが分配されることを保証する。さらに、傾斜部１１６は、分配開口部１
１５から離れた外側にある製品錠剤１６８をゆっくりと移動することを支援し、傾斜部１
１６が緩やかであるから、製品錠剤１６８は分配開口部１１５の端部に挟まらず、又はワ
イパ１０９と分配開口部１１５との間で粉砕されず、それによって、製品錠剤１６８を破
損させない。ワイパ１０９は、分配開口部１１５から離れた過剰な製品錠剤１６８を、傾
斜部１１６に沿ってゆっくり移動し、過剰な製品錠剤１６８の破損の発生を低減する。
【００１７】
　第三ディスク部材１２７は、第三ディスク部材１２７の中央近傍の上部から上方向に延
伸する上突起部１２８と、第三ディスク部材１２７の中央近傍の底部から下方向に延伸す
る下突起部１３０とを包含する。上突起部１２８は、第二ディスク部材１２０の穴１２１
を通過して、第一ディスク部材１１２の凹部１１７に延伸するために形成され配置される
。上突起部１２８は、開口部１１４と整列する開口部１２９を包含し、留め金具（示され
ていない）は、第三ディスク部材１２７と第一ディスク部材１１２とを相互に連結するた
めに、開口部１２９と１１４との中に挿入され、好ましくは同時に回転可能であり、一方
、第二ディスク部材１２０は固定である。下突起部１３０はノッチ１３１を包含し、そこ
に、モータ１７２の連結軸が挿入されて、第三ディスク部材１２７と第一ディスク部材１
１２とを回転するために、第三ディスク部材１２７に、適切に機能するように接続される
。第三ディスク部材１２７は、好ましくは、二つの向き合う分配開口部１３２を包含し、
これらは、第一ディスク部材１１２の分配開口部１１５から、好ましくは90度の方向にあ
り、分配開口部１２３と断続的に整列する。
【００１８】
　二つの分配開口部１３２が示されているが、一つ又はそれ以上の分配開口部を使用して
もよいことが理解される。第一ディスク部材１１２と第三ディスク部材１２７とは、分配
開口部１１５が分配開口部１２３と整列する場合に、分配開口部１３２は分配開口部１１
５と１２３とから約90度遅れ、分配開口部１３２が分配開口部１２３と整列する場合に、
分配開口部１１５は分配開口部１２３と１３２とから約90度進むように、好ましくは同時
に回転される。その結果、分配開口部１１５と１３２とは、好ましくは、分配開口部１２
３に関して約90度離れる。分配開口部１１５と１３２とが、ほぼ同時に分配開口部１２３
と整列しない限り、分配開口部１１５、１２３、及び１３２の少なくとも一部分によって
直通通路にならない限り、かなりの程度の分離が許容できることが理解される。
【００１９】
　随意である第四ディスク部材１３５は、好ましくは固定であり、錠剤分配機１００に出
口導管１４２を接続するために使用される。第四ディスク部材１３５は、第四ディスク部
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材１３５の中央を通過して長手方向に延伸する穴１３６と、第四ディスク部材１３５の中
央近傍の、第四ディスク部材１３５の上部にある凹部１３７とを包含する。凹部１３７は
、穴１３６の中に延伸する下突起部１３０を備える第三ディスク部材１２７を収容するた
めに、形成され配置される。モータ１７２は、穴１３６の中に延伸し、適切に機能するよ
うに、下突起部１３０に接続される。開口部１３８は、第二ディスク部材１２０の開口部
１２４と整合し、留め金具（示されていない）は、第四ディスク部材１２７と第二ディス
ク部材１２０とを相互に連結するために、開口部１３８と１２４に挿入される。第四ディ
スク部材１３５はまた、分配開口部１３９を包含し、そこに出口導管１４２が適切に機能
するように接続され、分配開口部１３９が、第三ディスク部材１２７の分配開口部１３２
と断続的に整列する。分配開口部１３９は、好ましくは、分配開口部１２３から約180度
の方向に配置され、それによって、さらにホッパ１０１を、出口導管１４２から隔離する
。分配開口部１３９と１３２とが整列する場合に、製品錠剤１６８は、分配開口部１３２
から分配開口部１３９へ、それから出口導管１４２を介して分配される。
【００２０】
　出口導管１４２は、好ましくは、透明及び／又は半透明を意味する光の透過が可能であ
る。出口導管１４２は、好ましくは管状で、内表面と外表面を有する。内表面は、皿洗い
機の湿気のある状態に曝され、出口導管１４２の壁は、湿気のある状態に曝されることか
ら外表面を保護する障壁として機能する。
【００２１】
　ディスク部材は、皿洗い機によって発生する湿分及び蒸気から、ホッパ１０１内の製品
錠剤１６８を隔離するために、中断される通路の中にそれぞれの分配開口部を介して、製
品錠剤１６８の分配を実施する。通路は、ディスク部材が回転する時に、一つの分配開口
部から次の分配開口部へ製品錠剤１６８の連続する流れが無いから中断される。中断され
た通路は、外部導管１４２に侵入した外部要因からホッパ１０１を「密閉する」。幾らか
の湿分と蒸気、又はその他の外部要因が、ホッパ１０１に侵入してもよいことが理解され
るけれども、ディスク部材が、湿分と蒸気、又はその他の外部要因に、ホッパ１０１内の
製品錠剤１６８を曝すことを、防止し制限することを助長することにおいて、ディスク部
材はホッパ１０１を密閉する。少なくとも三つのディスク部材が、外部要因からホッパ１
０１を効果的に隔離するために使用されるべきである。好ましくは、各々の動的な（回転
可能な）ディスク部材は、皿洗い機の湿気のある環境からホッパ１０１を隔離するために
、静的な（固定の）ディスク部材に近接して配置される。
【００２２】
　好ましくは、第一ディスク部材１１２の厚さと分配開口部１１５の直径は、所定量の製
品錠剤１６８を収納するために形成されて配置され、それによって、所望される投薬量の
分配が保障される。言い換えれば、分配開口部１１５の直径と高さは容積を画定し、その
中に製品錠剤１６８が収納され、それによって、製品錠剤１６８の投薬量を選定する。そ
れに続くディスク部材は、好ましくは第一ディスク部材１１２より厚くなり、それに続く
通路の各分配開口部は、好ましくは、前の分配開口部の直径より少し大きな直径を有する
。より厚くなるディスク部材とだんだん大きくなる分配開口部の直径は、製品錠剤を分配
する時に、製品錠剤を収納する容積が、製品錠剤が通路を通って移動する時に増加するか
ら、分配機の物詰まりを防止する助けとなる。加えて、各分配開口部の上部が各分配開口
部の底部より小さいように、分配開口部の直径は先細り又は少なくとも皿形であることも
また好ましい。
【００２３】
　好適な実施形態は、皿洗い機の湿気のある環境からホッパ１０１を隔離するために、少
なくとも一つの静的なディスク部材と少なくとも二つの動的なディスク部材とを包含して
いるけれども、ホッパをさらに隔離するために、追加のディスク部材を使用できることが
理解される。分配開口部は、製品錠剤の大きさと形状の変化に適応するために、どのよう
な大きさにも形状にもすることが出来る。加えて密閉リングが、ディスク間の密閉をする
ために、ディスク部材に直接機械加工又は成形することが出来る。隣接するディスク部材
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に対してディスク部材の分配開口部の各々を密閉するために、Ｏ－リングが使用出来るこ
ともまた理解される。
【００２４】
　モータ１７２とセンサ機構１５５を適応するために、例えば皿洗い機のような装着面に
関して、錠剤分配機１００を持ち上げるために、図４に示されるフレーム１４３を使用し
てもよい。フレーム１４３は、好ましくは、各々の端部で外側に延伸する支持部材を有す
る逆Ｕ字型である。フレーム１４２は、上部１４４の二つの向き合う側から下方に延伸す
る二つの側部１４５を備える上部１４４と、各々の側部１４５から外側に延伸するフラン
ジ１４６とを包含する。上部１４４はホッパ１０１とディスク部材とを支持し、フランジ
１４６は、装着面のフレーム１４３を支持する。装着面にフレーム１４３のフランジ１４
６を接続するために、例えばボルト又はその他の適切な留め金具のようなコネクタ１４７
を使用してもよい。
【００２５】
　図５と１２に示された好適なセンサ機構１５５は、皿洗い機へ製品錠剤１６８の供給を
証明する表示を提供するために、出口導管１４２の近傍の筐体１５８に、適切に機能する
ように接続されるエミッタ１５６とレシーバ１５７を包含する赤外線センサである。エミ
ッタ１５６は、光線を放射し、レシーバ１５７はエミッタ１５６からの光線を受光する。
容量センサのような、その他の適切なタイプのセンサを使用できることが理解される。容
量センサは、光の透過を必要とせず、二つの電極間に信号を備える二つの電極を包含する
。信号は、物体が信号の近傍にある時に変化する。電極は配管の外側に装着され、信号の
感度は、配管を感知しないように調整されるだろう。
【００２６】
　筐体１５８は、好ましくは、エミッタ１５６を支持するための第一棚１５９、レシーバ
１５７を支持するための第二棚１６０、及び出口導管１４２が延伸する穴１６２を包含す
る、逆Ｔ字型の管状部材である。筐体１５８はまた、筐体１５８の各側部の横方向の開口
部１６１を包含し、各々の横方向の開口部１６１は、エミッタ１５６から放射され、レシ
ーバ１５７によって受光される光線を、筐体と出口導管１４２とを介して透過させること
を可能にするために、穴１６２の中を延伸する。筐体１５８を、例えば皿洗い機のような
装着面に固定し密閉するために、留め金具（示されていない）を開口部１６４に挿入して
もよい。筐体１５８の底部は、皿洗い機の内部の湿気のある状態から、筐体１５８を、そ
の結果出口導管１４２を密閉するように、Ｏ－リング（示されていない）のために、穴１
６２の周囲に環状溝１６３をまた包含してもよい。
【００２７】
　出口導管１４２は、錠剤分配機１００から皿洗い機に延伸し、センサ機構１５５は、出
口導管１４２を介して運転する。光線は、出口導管１４２を介して放射され受光される。
Ｏ－リングは、皿洗い機に対して出口導管１４２を密閉するから、皿洗い機内の湿分及び
蒸気は、出口導管１４２の近傍に漏洩せず、センサ機構１５５は、皿洗い機内の湿気のあ
る状態から保護される。
【００２８】
　センサ機構１５５の運転を妨げるかもしれない可能性のある汚染物質は、例えば凝縮物
、製品錠剤の一部分、及び副生成物のような様々なタイプの残留物を含む。加えて、セン
サ機構１５５の運転を妨げるかもしれないその他の可能性のある汚染物質の中で、毛管作
用は、化学物質を含む湿分を、センサ機構１５５に向かって出口導管１４２の外側に浸透
させて、最終的に、センサ機構１５５を妨害する。皿洗い機に対して出口導管１４２を密
閉することは、偶発事故からこれを防止するのに役立つ。筐体１５８に対して出口導管１
４２を密閉することは、エミッタ１５６、レシーバ１５７、及び光線が通過する開口部１
６１を包含する、センサ機構１５５の構成要素を隔離する。この隔離は、センサ機構１５
５の運転を妨害する可能性のある、副生成物の及び／又は化学物質の曝露の蓄積を防止す
る。
【００２９】
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　センサ機構１５５は、好ましくは、比較的高速の応答時間を有し、好ましくは、1msの
応答時間である。出口導管１４２の内径は、出口導管１４２を介して分配される製品錠剤
１６８が、レシーバ１５７による光線の受光を妨げるために、出口導管１４２を介して透
過される光線を横切るように、十分に小さくするべきである。好ましくは、出口導管１４
２の内径は、最小の製品錠剤の寸法の二倍より少し小さい。
【００３０】
　運転において、製品錠剤１６８の容器は、ホッパ１０１に合体される。信号は、所望さ
れる時間に製品を分配するために、錠剤分配機１００に提供される。錠剤分配機１００が
、殺菌用製品を分配するために皿洗い機と共に使用される場合、皿洗い機は、皿洗い機の
殺菌洗浄処理のサイクルに対して、製品錠剤１６８の供給の合図を出すだろう。電力がモ
ータ１７２に又はギアヘッドに加えられ、動的なディスク部材１１２と１２７との回転を
開始する。ディスク部材１１２の回転は、図８で示されるように、ホッパ１０１内の製品
錠剤１６８を受容する第一分配開口部１１５に関与する。第一ディスク部材１１２が回転
する時に、第一ディスク部材１１２の第一分配開口部１１５は、第二ディスク部材１２０
の第二分配開口部１２３と整列し、製品錠剤１６８は、図９に示されるように、第一分配
開口部１１５から第二分配開口部１２３へ移動する。ワイパ１０９は、第一分配開口部１
１５が第二分配開口部１２３と整列する時に、追加の製品錠剤１６８が第一分配開口部１
１５に流入することを阻止する。
【００３１】
　第三ディスク部材１２７が回転する時、好ましくは第一ディスク部材１１２と共に回転
する時に、第三分配開口部１３２は、第二分配開口部１２３と整列し、製品錠剤１６８が
、図１０で示されるように、第二分配開口部１２３から第三分配開口部１３２へ移動する
。第三分配開口部１３２と第一分配開口部１１５とは、第二分配開口部１２３に関して、
異なる場所に配置され、それによって、別々の時間に第二分配開口部１２３と整列し、製
品錠剤１６８ための中断された通路になる。第三ディスク部材１２７が回転を続ける時に
、第三分配開口部１３２は、第四ディスク部材１３５の第四分配開口部１３９と整列し、
製品錠剤１６８は、図１１で示されるように、第三分配開口部１３２から第四分配開口部
１３９へ移動する。第四分配開口部１３９は、出口導管１４２と連通し、それから製品錠
剤１６８は、出口導管１４２を介して皿洗い機の中に分配される。
【００３２】
　図１２で示すように、製品錠剤１６８が出口導管１４２を介して流れる場合に、センサ
機構１５５は、皿洗い機への製品錠剤１６８の供給を検知する。供給が感知された時に、
モータ１７２又はギアヘッドは停止し、供給のメッセージが表示される。製品錠剤１６８
が指定された時間内に感知されない場合、モータ１７２は停止し、製品が無いことのメッ
セージは、製品錠剤１６８の別の容器を据付ける必要があることの指摘を表示す。
【００３３】
　図１３は、別の実施形態の錠剤分配機２００の分配開口部を有する三つのディスク部材
の概略図を示す。第一ディスク部材２０１は、好ましくは、約9.53mm（3/8inch）と約12.
7mm（1/2inch）との間の厚さを有し、第二ディスク部材２０２と第三ディスク部材２０３
は、好ましくは各々、第一ディスク部材２０１の厚さより大きな厚さを有する。好ましく
は、第二ディスク部材２０２の厚さｂと第三ディスク部材２０３の厚さｃとは、約19.1mm
（3/4inch）と約22.3mm（7/8inch）との間にある。
【００３４】
　加えて、第一ディスク部材２０１は、第一分配開口部２０４を包含し、第二ディスク部
材２０２は第二分配開口部２０５を包含し、第三ディスク部材は、第三分配開口部２０６
を包含する。好ましくは、第一分配開口部２０４は、所定量の製品錠剤を収納するために
形成され配置される直径を有し、それによって、製品の所望される投薬量を分配すること
に役立つ。第二分配開口部２０５は、第一分配開口部２０４の直径より大きな直径有し、
第三分配開口部２０６は、第二分配開口部２０５の直径より大きな直径を有する。
【００３５】
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　最も好ましくは、分配開口部が、より小さな直径の上部とより大きな直径の底部を有す
る先細りであり、隣接する上部と底部とは、ほぼ同一の直径である。これは各々のディス
ク部材の底部の近傍に、製品錠剤のためのより大きな空間があることを保証し、製品錠剤
の詰りを防止することに役立ち、製品錠剤を分配することに役立つ。第一ディスク部材２
０１の第一分配開口部２０４は、先細りであっても無くてもよい。
【００３６】
　約9.53mm（3/8inch）の直径を有する製品錠剤に対して、分配開口部２０４は、好まし
くは、約9.53mm（3/8inch）より少し大きな、好ましくは約11.2mm（0.438inch）の上部直
径２０４ａと底部直径２０４ｂを有する。分配開口部２０５は、好ましくは、直径２０４
ａと２０４ｂとほぼ同一の上部直径２０５ａと、約12.8mm（0.503inch）の底部直径２０
５ｂとを有する。分配開口部２０６は、好ましくは、直径２０５ｂとほぼ同一の上部直径
２０６ａと、約14.4mm（0.566inch）の底部直径２０６ｂとを有する。好適な直径は、約
±0.508mm（±0.020inch）である。
【００３７】
　製品錠剤が、第一ディスク部材２０１から第二ディスク部材２０２へ、及び第三ディス
ク部材２０３へ分配されるから、第二ディスク部材２０２と第三ディスク部材２０３の厚
さは、第一ディスク部材２０１の厚さより厚く、分配開口部の直径は増加する。その結果
、分配開口部の容積は増加し、それは、錠剤分配機２００の中で製品錠剤の詰りの発生を
低減することに役立つ。分配開口部が先細りであると、これはさらに、錠剤分配機２００
の中で製品錠剤の詰りの発生を低減する。
【００３８】
　上述の明細、例示及びデータは、本発明の構成物の製造と用途の完全な記述を提供する
。本発明の多数の実施形態が、本発明の精神及び範囲から逸脱することなく成され得るか
ら、本発明は、添付される請求項の範囲に帰属する。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明の原理によって構成される、錠剤分配機の組立分解側面図である。
【図２】図１に示された錠剤分配機の組立分解上方斜視図である。
【図３】図１に示された錠剤分配機の組立分解下方斜視図である。
【図４】図１に示された錠剤分配機の部分下方斜視図である。
【図５】図１に示された錠剤分配機と共に使用するための、センサ機構の組立分解側面斜
視図である。
【図６】第一位置に第一分配開口部を有する第一ディスク部材を包含する、図１に示され
た錠剤分配機の平面図である。
【図７】第二位置に図６で示された第一分配開口部を有する第一ディスク部材を包含する
、図１に示された錠剤分配機の別の平面図である。
【図８】図７に示された第二位置で第一分配開口部内に製品錠剤を有する、図１に示され
た錠剤分配機の側断面図である。
【図９】図７と８に示された第二位置より180度回転した第一分配開口部から、第二ディ
スク部材の第二分配開口部まで移動している製品錠剤を示す、図１に示された錠剤分配機
の側断面図である。
【図１０】図９に示された第二分配開口部から、第三ディスク部材の第三分配開口部まで
移動している製品錠剤を示す、図１に示された錠剤分配機の側断面図である。
【図１１】図１０に示された位置より180度回転した第三分配開口部から、第四ディスク
部材の第四分配開口部と出口導管まで移動している製品錠剤を示す、図１に示された錠剤
分配機の側断面図である。
【図１２】適切に作用するように、図１に示された錠剤分配機に接続される、図５に示さ
れたセンサ機構の側面図である。
【図１３】本発明の原理によって構成される、別の実施形態の錠剤分配機に分配開口部を
有するディスク部材の概略図である。
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